
Windows 版の R のインストールと環境設定（2018/3/27）（WINDOWS 用）	

	

１．R をインストール 

(1)以下のサイトで Windows 用の R のインストーラをダウンロードする．	

https://cran.ism.ac.jp/	

Download	R	for	Windows	→	Base	→Download	R	3.〇.〇	for	Windows	

を選択する．（今回は R	3.4.3）（2018/3/15 にバージョン 3.4.4 に更新されています）	

	

(2)インストールした R-3.4.3-win.exe を起動する．	

	

上記の画面が出現するので「日本語→OK」を選択	

		

	

上記の画面が出現するので、「次へ」を選択	

	



	

上記の画面が出現するので、	

インストール先を C:/R/R-3.4.3 にして「次へ」を選択	

※ドライブ名等は環境に応じて変更して，以下の説明は読み替えてください．		

	

	

上記の画面が出現するので、そのまま「次へ」を選択	

	



	

上記の画面が出現するので，いいえ→「次へ」を選択	

	

上記の画面が出現するので、そのまま「次へ」を選択	

	

上記の画面が出現するので、そのまま「次へ」を選択するとインストールが始まります．	



2. rJava と arules(相関ルール)のインストールを行う 

・Rを起動する．（デスクトップにあるアイコンを選択）	
※64bitOS の場合は R	x64	3.4.3 を選択してください	

※32bitOS の場合は R	i386	3.4.3 を選択してください．	

・R のコマンド⼊⼒として install.packages(“rJava”)を実⾏する． 
・ミラーサイトの選択は、特に意味はないが、Japan を選択する． 
（索引が〜〜というエラーが出て失敗する場合は、USA などを選択するとうまくいく） 
・R のコマンド⼊⼒として install.packages(“arules”)を実⾏する． 
・R のコマンド⼊⼒として library()を⼊⼒，実⾏し rJava および arules がインストールさ
れているか確認する． 
	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	



3. ライブラリファイルをコピーする 

C:/R/R-3.4.3/library/rJava/jri/	にある，	

２つのファイル，「JRI.jar」を，TETDM のフォルダ内直下にコピーする． 
	

・先ほど張り付けた「JRI.jar」ファイルを解凍するために	

ターミナルを起動し cd	でデスクトップに移動し、jar	xf	JRI.jar	 を入力し、実行する	

 
・「JRI.jar」ファイルを解凍するために，ターミナルを起動して cd で TETDM フォルダに
移動して，コマンド jar xf JRI.jar を実⾏する． 
・解凍により「org」フォルダが⽣成されているのを確認する． 
（解凍後は TETDM フォルダ内に「JRI.jar」ファイルは不要） 
	

4.rJava の環境設定 

ダウンロードした R やそのパッケージは，インストール時に指定した箇所にある。	

C:/R/R-3.4.3	

	

dll ファイルのある以下の 3 箇所のパスを設定する．	

	

＜64bitOS の場合＞ 

C:/R/R-3.4.3/library/rJava/jri/x64	

C:/R/R-3.4.3/bin/x64	

C:/R/R-3.4.3/bin	

	

＜32bitOS の場合＞ 

C:/R/R-3.4.3/library/rJava/jri/i386	

C:/R/R-3.4.3/bin/i386	

C:/R/R-3.4.3/bin	

	

	

＜パスの設定方法＞	

Windows10 の場合	

(1) コントロールパネル	 →	 システムの詳細設定	

	

(2) システムのプロパティが開かれるので	

「環境変数」→「システム環境変数の変数「Path」を選択」→「編集」を選択．	



	

	

(3) 「環境変数名の編集」が開かれる．	

「新規」を選択するとパスの入力欄が出るので追加するパスを入力する．	

パスを追加したら，「OK」を選択し，すべてのウィンドウを閉じる．	

	

	

	


